
オンラインで参加の皆さまへお願い

●表示名を「お名前／団体（あれば）」に変更
例：所属のある方 深谷／中原区役所

所属の無い方 田中
※やり方の分からない方はお声をかけてください。

●ミュートでお願いします。
●可能な限りカメラをオンで御参加ください
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御参加の皆さまへ

●本日は報道が取材をしております。撮影不可
の方は区役所職員へお申し出ください。

●会場・オンラインともに記録用に録画・録音
を行っておりますのでご了解ください。
今後広報等で利用する場合がありますので利
用不可の方は区役所職員へお申し出ください。
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中原区ソーシャルデザインセンター準備会

3

中原区を知りたい

情報発信したい

仲間とつながりたい

地域課題にチャレンジしたい

令和４年６月１５日（水）



本日の流れ

１．検討経過報告

２．中原区ソーシャルデザインセンターの概要

３．企画の発表

４．まとめ

５．次回日程

６．アンケート

７．交流タイム
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１．検討経過報告



検討経過報告

地域で新しい活動や価値を生み出す基盤
（プラットフォーム）

・コミュニティ活動の基盤 コミュニティ活動
・地域主体（地域住民） 行政（区役所）
・資源を持ち寄る、 行政からの補助金
自主財源を探す
・コミュニティの基盤 活動場所
づくりに必要なこと

×

１ ２ ３ ４ ５ ６

ソーシャルデザインセンターとは・・・
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検討経過報告

・区民説明会（7月16日 39名参加）

・意見交換会（8月20日～12月17日 計5回 延べ参加者数94人）

・検討会（1月21日～3月18日 計5回 延べ参加者数60人）

・こすぎの大学主催：中原区ソーシャルデザインセンター
検討ワークショップ（10月23日、11月6日）

・興味・関心のあることで参加
できる自由参加の場

・参加者がそれぞれの資源を持
ち寄り運営

・「知る」「集う」「つながる」
を実践

・場所は中原市民館ラウンジ
（条件有）、オンライン上の
場も作る

をたたき台として検討

１ ２ ３ ４ ５ ６

検討経過
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検討経過報告

○情報収集・発信

・発信したい人が集まり、メディ

アへ情報提供をする

・情報へアクセスできる場・媒体

を作る（何でも情報ＳＮＳ、区の

情報を気軽に聞ける場、地域課題

カタログ） ○場の提供

・気軽に集える場（リアルとオン

ライン）を作る

・活動や人がつながる場を作る

・活動場所の提供
○マッチング・コーディネート

・「人」と「人や情報」をマッチングする

・コーディネートを行う（コーディネー

ターがいる、リンクワーカーがつながる場、

コラボ生まれる新しい場を作る）

○中継点（HUB）

・地域情報や団体間のHUBとなる

○活動支援

・ファーストステップ支援、伴走サポート

・スタート時の資金調達支援

・試行する機会の提供

１ ２ ３ ４ ５ ６
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検討経過報告

ゆるい繋がりのイメージ

・事務局が各取組の連絡調整を行う

・1つの団体が各取組含むすべてを直接行う
（例：幸区、多摩区のSDC）

・各取組（団体・個人など）をルールだけ
でゆるくつながる（例：月1回の定例会で
進捗確認する）

１ ２ ３ ４ ５ ６

中原区SDCのイメージは・・・
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検討経過報告

既存の取組との関係性
すでにある団体や取組にSDCのコンセプトに類似して
いるものもある
そのような団体（活動）も巻き込みながら進めていく

運営費
まずは費用のかからない取組から始める

場所
常設はしない
区役所か市民館でスタート

１ ２ ３ ４ ５ ６

運営方法
できる人たちで役割を持ち回り

検討されたSDCの方向性について
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検討経過報告

スモールスタート
小さなアクションから広げていく

サークル活動
・超ローカルかわら版
・なかはら盛り上げ隊

１ ２ ３ ４ ５ ６

活動の始め方 Slackでの日常の意見交換

Yoriai（定例会）※イメージ
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２．中原区ソーシャルデザインセンターの概要



③ 加入促進活動・なかはら宝さがし隊

・市民活動団体交流会

・課題チャレンジワーク など

超ローカルかわら版

② 分科会（機能を実践するサークル）

勧誘、声掛け、ＰＲ活動など
→参加者全員で実施

生み出す

ＳＤＣから生まれた地域活動は
「中原区SDC発！～ 」として展開

→企画ごとに任意に集った参加者で実施

…

…

① “YORIAI”（定例会）

（情報発信）

なかはら盛り上げ隊

（連携・仲間づくり）

その他
企画

その他
企画

ＳＤＣ

Shall we～

ＳＤＣ発の取組！

中原区ＳＤＣ

→運営グループ及び企画ごとに

グループ持ち回りで実施

♪
♪
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３．企画の発表



中原SDC 準備会資料

Ⅰ. YORIAIについて
① YORIAIとは
・「寄り合い」「撚り愛」です
毎月2回程度、中原市民館に集まって、
中原区民がよりよく生きるための取組をします

・今下半期は、「課題チャレンジ」「宝探し」「交流
会」の各グループが持ち回りで企画運営します

＜スケジュールイメージ＞

・YORIAI後半の「雑談」は、自己紹介や市民活動
する中で悩んでいること、やってみたいことなど
をワイワイと雑談し、活動の進展や悩み解決に
役立つ場となることを期待しています

②YORIAIの構成
・顔を合わせることでこそ新たな価値が生まれる
と考え、状況の許す限り、リアル開催を軸とし
ます

・「知る・集う・つながる」を実現する機能としての
中原SDCに興味がある方は、広く参加可能です

各グループの提供するコンテンツや、「雑談」に
参加するだけでもOK
どこかのグループに参画し企画側での活動も
大歓迎

運営チームサポートメンバも募集中です

＜YORIAI構成イメージ＞

10/5
（水）

10/22
（土）

11/2
（水）

11/19
（土）

12/7
（水）

12/17
（土）

18:30
～ 課題 宝探 交流 課題 宝探 交流

20:00
～ 雑談 雑談 雑談 雑談 雑談 雑談

中原SDCに興味のある

区民/市民団体/企業

課題G/宝探G/交流G

運営チーム
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YORIAI（定例会）

16

企画の発表

課題チャレンジグループ
一瀬 さん



中原SDC 準備会資料

Ⅱ. 課題チャレンジグループについて

①課題とは
・市民活動を行っていくうえでの課題に取り組みます
今下半期のテーマは「ヒト」「場所」と設定

・ヒトについては
「地域貢献のためのウィッシュ/
スキル棚卸講座」を実施
✓1.5時間/回、合計5回程度
✓事前に埋めたワークシートに基づき
講座で深掘り
✓10月からの本開催に先立ち7-9月で
プレ開催を予定

本講座で市民活動のイロハを会得し、やってみたい
活動をしている団体に参加することで、団体の人材
不足解消をはかる

・場所については
市民団体の活動場所を探索
✓デスクトップ調査/アナログ情報
✓有償/無償など

9月までに手元にある程度をストック
10月以降、場所をテーマにした情報
交換会を実施予定
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なかはら宝さがし隊グループ

杉妻 さん
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企画の発表

YORIAI（定例会）

すぎのめ



なかはら宝さがし隊

2022年6月15日

なかはらソーシャルデザインセンター 準備会

Nakahara’s Treasure Expedition Team
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私らしく地域でなにかやってみたい

そんなとき、こんなことに困っていませんか？
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課題

 区民のニーズ

 行政の各種計画やパブリックコメントはあるが、

まちづくり等に対する市民のニーズややってみたいを区民目線でまとめたものがない
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課題

 市民活動

 かわさき市民活動センターや地域包括支援センター等による各種データベースがあるが、

あまり活用されておらず、やってみたいと思う区民に情報が届いていない
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課題

 区民ニーズ、市民活動その両方の可視化

 転入時や何か市民活動をやってみたいと思った時に一目で分かるものがない
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やってみたいを応援してくれる
宝の地図をつくりませんか
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地域の宝をさがし、宝の地図をつくる

 地域の魅力や強みを宝として探す

 やってみたいやみんなの困ったに関する様々な実践、知恵やノウハウを持つ人、

場所などを地域の魅力や強みと捉え、地域の宝として区民目線で探します
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地域の宝をさがし、宝の地図をつくる

 宝の地図で可視化する

 探しあてた地域の宝を、宝の地図 として描きます
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宝の地図で 区民のやってみたいを応援

 区民が地域でのやってみたいに向けて、最初の一歩を踏み出すとき

 そのヒントや道標になるような宝の地図へ

 そして、私のやってみたが、地域の新たな宝へとなるような
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どんな宝の地図を描くの？
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宝の地図 のカタチ例

 まちの理想像

 福祉のまち高津交流会・つながる地域の輪

2016 高津区役所主催

 地域のありたい姿をベースに地域資源を可視化
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宝の地図 のカタチ例

 あさおのSDGsマップ

 地図ベースで地域資源を可視化

https://www.facebook.com/asaonosdgs/

30

https://www.facebook.com/asaonosdgs/


宝の地図 のカタチ例

 高津区まちづくり協議会の系譜

 年表ベース、カテゴリ毎で可視化

https://takatsu-machinet.kazekusa.jp/
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https://takatsu-machinet.kazekusa.jp/


宝の地図 のカタチ例

 MaaSカオスマップ 2021

 業界地図のようにカテゴリと関係性で可視化

https://digital-shift.jp/flash_news/FN210921_4
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https://digital-shift.jp/flash_news/FN210921_4


宝の地図 のカタチ例

SDGs de 地方創生
https://sdgslocal.jp/event_workshop/190706-

2/

社会課題解決中マップ
https://2020.etic.or.jp/actions/chu_map/
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あらためて
なかはら宝 さがし隊が取り組みたいこと
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地域の宝をさがし、宝の地図で、区民のやってみたいを応援

宝をさがす
地域にある強みや魅力、みんなの暮らしに役立つモノ・コト・ヒトを探す
例．子ども食堂やご近所の凄い人、地域にあったら良いまだ無い宝など

宝の地図をつくる
地域にある宝を、宝の地図でみんなが見えるようにする
例．英語を教えてくれる・教えられる場所、フードドライブ一覧など

やってみたいを応援
私らしく何か地域でやってみたい

そんな思い実現の一助となるように
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なかはらの宝をさがし

宝の地図をつくりませんか

みなさんと一緒に、小さな一歩から

いざ、宝さがしへ。
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みなさまのご参加、お待ちしております!
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交流会グループ
横井 さん
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企画の発表

YORIAI（定例会）



分科会（サークル）
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企画の発表

超ローカルかわら版
一瀬 さん



分科会（サークル）
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企画の発表

なかはら盛り上げ隊
橋本 さん



｢なかはら盛り上げ隊｣紹介

2022年 6月15日
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｢○○オファー、○○案内書｣グループ
 意見交換会でのアイデア出しや検討の経緯。
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企画イメージ

何か始めたい人

助けたい人

困っている人

手伝って欲しい人

コミュニティカフェ

リアル オンライン

集客施設

イベント会場／広場≪つなぐ機能≫

デジタル
サイネージ
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｢つなぐ機能｣試行

 リアルで人を繋ぐ機能は、
かわさき市民活動センターなど
すでに存在している。

 スモールスタートの方針に則って、
負担の少ないオンラインで試行。

 すでにアカウントを持っている
利用者の多いＳＮＳが良い。
（個人情報は公開したくない人も…）

Facebookグループ
「なかはら盛り上げ隊」
を立ち上げました。

「Facebook」のグループ
（プライベートグループ）
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新たな活動や繋がり創出の流れ

≪つなぐ機能≫

Facebookグループ
「なかはら盛り上げ隊」

何か始めたい人

助けたい人

①参加

困っている人手伝って欲しい人

②投稿

既存の活動に参画

既存活動

新たな活動の開始

新規活動

④既存のコミュニケーション方法にて活動

⑤必要に応じてコミュニケーションツー
ルとして、Facebookグループ作成を支援

③マッチング
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｢つなぐ機能｣は、

中原区ＳＤＣの中核機能として必要なものと考えます。

中原区は平均年齢も低く、

オンラインの活用は中原区らしさに繋がるものと思います。

皆さんの積極的なご利用に加えて、

さまざまな活動と連携してご活用頂ければと思います。
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４．まとめ



中原SDC運営

な
か
は
ら
宝
探
し
隊

グ
ル
ー
プ

交
流
会

グ
ル
ー
プ

課
題
チ
ャ
レ
ン
ジ

グ
ル
ー
プ

YORIAI

市民団体や個人

サークル活動
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「学校」に見立てると・・・

生徒会

委員会

生徒総会

部活動
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活動の拡大

「学校」に見立てると・・・

生徒会

委員会

生徒総会

部活動

生徒会企画

委員会企画
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YORIAIの利用（例：30代男性）

①他県から転居してきたんだけど、
子育てについて相談できるパパの会
みたいなのほしい・・・
②お隣さんの紹介でYORIAIに参加
→「じゃあ、一緒にパパ会作ってみます？」
③「集まる場所は市民館で良い？」「子供も一緒に参加でき
る環境つくろう（協力するよ）」「ラジオで呼びかけて仲間
増やそうよ」「○○さんの取り組みと一緒にやったら、もっ
と面白くなりそう！（紹介するよ）」
④数か月後のYORIAIで報告：「そのパパ会に参加の紹介をし
たい人がいる」
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https://peraichi.com/landing_pages/view/osekkaiunnan/

毎月１回おせっかい人が集い、
住民さんのやりたい「おせっ
かい」に対して参加者で話し
合いアイディアを出し合った
り、人を繋げたり、仲間をつ
くったりする。

＝YORIAIのモデルに
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生徒会企画（例）

・転入者歓迎会

学校の「新入生歓迎会」のように、
このまちに転入した人たちにもっと中原区のことを知っても
らい、好きになってもらいたい。不安なことがあれば相談に
乗りたい。そしてYORIAIの仲間になってもらいたい。

→転入時に区役所から案内⇒オンラインで毎月の集会
→ただし…中原区での転入者は2万人（＝約1600人/月）

⇒代替案：小規模開催？個別相談窓口の設置？
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中原SDCのこれから

・まずは皆さん、仲間になりましょう！
→関わり方は人それぞれ。各グループ（委員会）に入って
企画・運営に関わっていくも良し、月1～2回のYORIAIだ
け参加します、でも良し。「お互いに手をつないでいく」
ことが大切。

・2022年10月からの稼働に向けて課題も
→運営主体は？任意団体／法人化／事務局委託？
→YORIAIのルール作り：参加や相談窓口（電話やメール）
→財源確保は？
⇒これからの準備会で検討していきましょう。
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５．次回日程

日時：令和4年7月21日(木）

会場：中原区役所・オンライン

＜問い合わせ＞ 中原区役所企画課 電話：044-744-3149(平日8:30~17:00)
ＦＡＸ：044-744-3340 メール：65kikaku@city.kawasaki.jp

mailto:65kikaku@city.kawasaki.jp


１．検討経過報告

２．中原区ソーシャルデザインセンターの概要

３．企画の発表

４．まとめ

５．次回日程

６．アンケート

７．交流タイム

56

アンケートに御協力ください

オンラインの方は中原区役所あてにメールで回答を
お願いします（チャットを御確認ください）

65kikaku/city.Kawasaki.jp

※アンケートは区HPにも掲載しておりますので、後日ご回答い
ただいても構いません。

６．アンケート

区HP



１．検討経過報告

２．中原区ソーシャルデザインセンターの概要

３．企画の発表

４．まとめ

５．次回日程

６．アンケート

７．交流タイム

57

７．交流タイム



１ 好きなグループのテーブルに行く
２ グループごとに
①自己紹介
②やってみたいこと

途中でグループを変えてもOK
まず、今日出会った皆さんとお話を楽し
んでください
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